













































第１節  ESD における倫理観の育成 
  第 1項 ESD の背景 
第２項 ESD における倫理観 
第２節  世代間倫理の育成 









第３章  授業実践の結果と分析 
第１節 「世代間倫理の基礎的概念」の形成 








































Sustainable Development: 以下 ESD と略記）の必要性を指摘する「アジェンダ 21」が採
択され、この「アジェンダ 21」が ESD の根拠とされる（田中，2003）。 








しかし、2005 年から 2014 年を『国連持続可能な開発のための教育の 10 年』（UN Decade 
3 
 
of Education for Sustainable Development：以下 DESD と略記）とする決議などを経て、
ESD への展開が進められ、ユネスコによる『DESD 国際実施計画案』（DESD International 
Implementation Scheme：以下 DESD-IIS と略記）を受けた 2006 年、日本では、『国内実
施計画』（関係省庁連絡会議，2006）が策定された。『国内実施計画』では、あらゆる教育
の場を ESD の学習の機会と位置付け、多様な主体による主体者意識（オーナーシップ）を重



























































































第１節  ESDにおける倫理観の育成 
本節では、地球環境問題に関する国際的な議論の流れの概要を、The Club of Romeの報


















































































第１節 ESD における科学・技術についての指導 
本節では、持続可能な社会を実現するための科学・技術について、ローマ・クラブの三




























第 1節 「科学技術と人間」単元の構成 
本節では、中学校第 3 学年における、持続可能性を観点とする科学・技術の検討の指導
で用いる教材について、その構成や題材、及び指導案について検討し、作成した。開発し
た教材を用いた授業は、第 3 学年理科の単元「科学技術と人間」において、平成 19 年 1 月















第 1節 「デイリーの三条件」の概念形成 
授業後に実施した評価問題、及び授業後の感想（自由記述）から、「デイリーの三条件」
の概念の概念形成の有無について分析した。その結果、「デイリーの三条件」の再生不可能
な資源の持続可能な利用の部分を理解した生徒は、72 人中 15 人であったが、その他の部分






ら、生徒の記述を分析した。その結果、35 人中 31 人が科学・技術の問題点を認識し、問題




中 48 人おり、研究開発などの必要性を指摘する生徒も 72 人中 9 人いたことなどから、こ
の学習を通して、持続可能性を目指す科学・技術の利点に気付かせることが可能と考えら































































Twenty First Century Science の The Core Science course（必修履修部分）には、意思決
定や合意形成などの学習活動を含む、多くの教材が取り入れられている。Millar（2007）
は、16 歳までの生徒が科学を学習する主要な目的を、市民として全ての生徒に求められる
科学的リテラシーの育成にあるとし、そのために開発された The Core Science course につ
いて、「生徒の科学的リテラシーの育成を目的として開発した」（Millar, 2007: 44）と述べ
ている。The Core Science courseでは、「科学・技術についての議論」は、6種類の Ideas about 
Science（科学についての考え）のうちのひとつとされ、従前的な自然科学の知識である、
16 種類の Science Explanation（科学が説明できる事実）と同様、学習目標として明確に
位置付けられている。 
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